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1> 「コカ fン」及ピ「ノポカ fンJハ内務省試験情ノ商品テ購入シ、本院薬局ニ於テ厳密
ナル試験テ行ヒ、臨床上使用シッ、アルモノ。（本論文ニ於ア「コカ fンjト栴スルハ瞳酸「
コカ fン」ナリ）。












自Hチ外科縫合用針 r／枕jテ「モルモツト」 f背上3cmノ部ニ把持シ腕開節ノ iテ曲シ皮膚
ニ一撃テ興フルナリ。（高木氏ノ方法ノ鑓法ナリ。）
3) 使用薬品 悉ク 0.65%食臨水テ溶媒トシテ使「Jjセリ。（コハ法透座ノ開係最モ良好ナ
ルガ嬬ナリ。日本外科費画3'ili5~虎高木氏）且臨床的保件ニ近カフシメン嬬ニ臨床上ト同様




















~ （盤酸） 「ノボカ 「ツトカ 「ヌペJレ「コカイ イン」 イン」 カイン」ン」
1.0.% 49分 79分 79分 93分
0.5.% 44分 41分 40分 随分
0.2ラ4 28分 20分 27分 33分
0.1.% 10サ 6分 3J1" 2（）分
0.05~.，； 8分 4分 2分 26分
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余等ハ皮下注射ニヨル「 7 ウス」ノ致1) 
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A = Billroth氏第二式ノ Kronlein氏種法テ夏ニ改良シ（縫合法、胃断端所置法等）コ
レニ Braun氏副吻合テ付セルモノ（詳細iハ他日護表サJレ、筈）
B ＝同ジク Braun氏副吻合テ付セずJレモノ
C = Billroth氏第二式ノ Mayo氏餐法（他ハAニ同ジ）ナリ
D = Billroth氏第二式ニヨリテ胃切除後胃残部ト空腸トノ吻合ハRoux氏／方法テ行
ヒタ Jレモノ
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0.05%「ヌぺJレカ fン j タ 549例rJ126例
ニ於テJfti所麻酔後全身麻酔テ必要トセリ。コレ’t：ハ疹痛以外ノ僚件ニヨリテ全身麻酔ノ必
J神部・ 各種局所麻酔薬ノ：資験的井＝臨床的比較研究 661 
要テ生ゼ、Jレ揚合ト認メ得Jレ程少数ナレバ余等ハ局所麻酔力不充分ナリトハ認Jス二
全身性副作用ハ共ノ著明ナルモノハ「ノポカイン」及ピ「ヌペルカ fン」ニ於ア共何レーモ
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